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電子処方せんの発行について
薬剤科

肺癌に対する区域切除の現状と展望
呼吸器外科副部長・山下直樹

新入職員50名活躍を誓う！
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学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針

ご来院の際は４００台収容可能の
駐車場をご利用ください。

●外来受診・お見舞い
　４時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
●検査・手術付添等に関わる長時間滞在
　８時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円

NPO法人列島会
創造館クリエイティブハウス 印刷事業部

駐車場のご案内

Design

新小文字病院 ホームページ

E-mail：info@shinkomonji-hp.jp
https://www.shinkomonji-hp.jp/
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合同災害訓練

　当院は門司地区で唯一の災害拠点病院として、災害時に多くの傷病者を受

け入れる役割を担っています。今回初めて北九州市消防局と合同で大規模事故

を想定した訓練を実施しました。  

　訓練では、門司駅前でマイクロバスの事故による多数傷病者が発生した想定

で、実際に当院の駐車場にマイクロバスを設置し、また看護学生に模擬患者の

協力を得て実働訓練を開始しました。事故現場での消防からの傷病者受け入れ

の流れを確認するとともに、院内での本部体制の構築や臨時診療体制の運用

を検証しました。実際の災害時に円滑な診療ができるよう、職員一同真剣に取り

組みました。  

　今後も門司地域の皆さんの安心・安全を守るため、訓練を重ね災害時の備え

を強化してまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　   災害対策支援室



研修を終えて

多くの職種の方々に支えて頂き、無事
に2年間の初期研修を終えることがで
きました。4月からは長崎大学病院で
整形外科医として勤めて参ります。北
九州は住みやすく、いいところでした。
ありがとうございました。

整形外科

福島 僚太
ふくしま　 りょう た

長崎大学
医学部医学科卒業

山口県出身

研修医2年目の8月から、中途採用で入
職させていただきました。8ヶ月間という
短い間でしたが、心から成長を実感でき
た充実した日々でした。新年度からは精
神科に進みます。新小文字病院での
研修を経験でき、本当によかったです。

精神科

中田 瞳
なかた　ひとみ

日本医科大学
医学部医学科卒業

東京都出身

河津 塔哉
 かわづ　    とう  や

皆様にお力添えいただき、初期研修を
終えることができました。この病院で今
後の医師としての礎を築くことができま
した。感謝しております。今年度からは
整形外科医として患者さんを笑顔に
できるよう精進します。

整形外科

熊本大学
医学部医学科卒業

熊本県出身

活躍を誓う！  新入職員 50名
研修医・新入職員代表・新任医師紹介令和7年度

４月から看護師として入職することに
なりました、前川と申します。
看護師として、知識・経験・技術とも
に未熟な点ばかりですが、常に学ぶ
姿勢をもち、日々の業務を通して、多
くの経験を積み重ねていきたいと思い
ます。
また、患者さんに安心して入院生活を
過ごして頂けるように、精一杯努力し
て参りますのでご指導のほどよろしく
お願いいたします。

４月から検査科に入職しました柴崎
です。
私は検査技師として働く上で、他の職
種の方 と々の連携を大切にし、患者さ
んによりよい医療を提供できるよう心
掛けたいと思っております。また、常に
学ぶ姿勢を忘れずに、知識や技術面
での向上を目指していきたいです。至
らない点もあるかと思いますが、ご指
導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし
ます。

４月から医事課に入職することにな
りました成安と申します。
私は医事課スタッフとして患者さんか
ら安心していただけますよう、親切・
丁寧な対応を心掛けて、信頼され頼
られる存在になりたいと思っていま
す。まだまだ分からないことがたくさ
んありますので、先輩たちに教えを乞
うて精一杯努力して参りますので、
ご指導のほど、よろしくお願いいたし
ます。

新入職員代表

看護部 医療技術部 事務部

研修医 ❶ 自己紹介  ❷ 趣味・特技  ❸ 好きな言葉  ❹ 抱負

たくさん食べることが好きですので、
北九州市の食文化に触れたいです。

❷

明るく元気に笑顔で！❸
患者さんが相談しやすい医師にな
れるよう真摯に頑張りますので、よ
ろしくお願いいたします。

❹

福岡県出身
地元である福岡県で働くことがで
き、嬉しいです。

❶

上林 美香
かみばやし   み  か 山口大学

医学部医学科卒業

スポーツ観戦、映画鑑賞❷
やらぬ後悔よりやる後悔❸
働く時はしっかり働き、遊ぶ時は全
力で遊んで充実した小文字ライフ
を過ごせるよう頑張ります。

❹

愛知県出身
アットホームな病院に惹かれ、新小
文字病院へ入職しました。ご指導
よろしくお願いいたします。

❶

松浦 遼
まつうら    りょう 琉球大学

医学部医学科卒業

ランニング❷
なるようになる❸
2年間、とりあえずやってみる精神
でさまざまなことに挑戦したいです。
精一杯頑張ります。

❹

福岡県出身
大学に入るまでは北九州で過ごし
てきました。6年ぶりに戻ってくるこ
とができ、嬉しいです。

❶

平山 光哉
ひらやま  こう や 山口大学

医学部医学科卒業

新任医師 ❶ 自己紹介  ❷ 趣味・特技  ❸ 好きな言葉  ❹ 抱負

サウナ❷ 一期一会❸外　科 岩永 大輝
いわなが たい き

長崎県出身
熊本大学医学部医学科卒業

❶

所属学会所属学会 •日本外科学会

今年の４月から新小文字病院で働かせていただきます。系列病院の佐賀県
にある新武雄病院で勤務をしていました。初めての異動ということで不慣れ
なところもあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。

❹

水泳、スキー❷ 日進月歩❸脳神経外科 岸 諒太
きし　りょう  た

新潟県出身
新潟大学医学部医学科卒業

❶

所属学会所属学会

今年度より新小文字病院脳神経外科で勤務させていただくことになりました、
岸諒太と申します。昨年度までは新潟県で勤務しておりました。この度、ご縁
をいただき、北九州に参りました。これまでの経験を活かしつつ、患者さんに
信頼される医療を提供できるよう努力して参ります。スタッフの皆さんと連携し、
地域医療に貢献していければと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

❹

散歩、篠笛❷ 事上磨練❸健診室 松崎 浩一
まつざき こう いち

福岡県出身
鳥取大学医学部医学科卒業

❶

所属学会所属学会 •日本外科学会
•日本消化器内視鏡学会
•日本乳癌検診学会

これまでいくつかの病院で経験を積んできましたが、こちらの新しい環境に早く
馴染み、健康診断を受けられる方により良い健康な生活を過ごしていただけ
るように、適切なアドバイスを心掛けていきます。
また、検査結果をできるだけ丁寧に分かりやすい言葉で説明するよう努力します。

❹

釣り、インドア❷ 試行錯誤❸

外　科 金川 知憲
かながわ とも のり

福岡県出身
宮崎大学医学部医学科卒業

❶

所属学会所属学会 •日本外科学会
•消化器外科学会

このたび、約1年ぶりに古巣の当院へ戻って参りました外科の金川と申しま
す。グループの他病院で学ばせていただけた経験を今後の診療にも活かし
ていきたいと思います。
当院の外科チームの一員として引き続き精一杯頑張って参りますので、よろ
しくお願いします。今後の目標は、手術はもちろん日々の外来診療や救急の
現場でも力を発揮し地域の医療に一段と貢献できたらと思っています。

❹

•日本脳神経外科学会
•日本脳卒中学会
•日本脳神経血管内治療学会
•日本脳神経超音波学会

•日本臨床神経生理学会
•日本神経学会
•日本内科学会
•日本認知症学会
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近
年
の
研
究
で
は
、ス
テ
ー
ジ
I
の
小
型

肺
癌
に
お
い
て
、
区
域
切
除
と
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の
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あ
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切
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て
お
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ま
す
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区
域
切
除
は
、
以
下
の
よ
う
な
患
者

に
適
応
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
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2
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ン
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ク
が
低
い
症
例

•
高
齢
者
や
合
併
症
を
有
し
、
肺
葉
切
除

　

が
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難
な
患
者
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肺
機
能
低
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り
、
肺
葉
切
除
後
の

　

呼
吸
機
能
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低
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が
懸
念
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れ
る
患
者

•
転
移
性
肺
腫
瘍
や
良
性
腫
瘍
の
切
除

　

手
術
手
技
と
し
て
は
、
解
剖
学
的
区

域
を
考
慮
し
、
選
択
的
気
管
支
お
よ
び

血
管
処
理
を
行
い
、
適
切
な
マ
ー
ジ
ン

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
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は
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に

区
域
切
除
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予
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課
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区
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応
と
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術
手
技

　

肺
癌
の
手
術
療
法
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
肺
葉
切
除
が
標
準
治
療
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
低
侵
襲

手
術
の
発
展
や
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

区
域
切
除（
肺
の
特
定
の
区
域
の
み
を
切

除
す
る
手
術
）が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
区
域
切
除
の
適
応
、
手
術
手

技
、
予
後
に
つ
い
て
述
べ
、
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

は
じ
め
に

呼吸器外科

肺
癌
に
対
す
る
区
域
切
除
の

現
状
と
展
望

久留米大学 医学部卒業

呼吸器外科副部長

●医学博士 ●日本外科学会 外科専門医 ●日本呼吸器外科学会 呼吸外科器専門医
●日本呼吸器学会 呼吸器専門医 
●First assistant certificate of da Vinci System

免許・資格

●日本外科学会
●日本呼吸器外科学会

●日本肺癌学会
●胸部外科学会

●日本呼吸器学会
●日本癌学会

所属学会

山下 直樹
 やま  した 　   なお　 き

　

区
域
切
除
は
、
肺
癌
治
療
に
お
い
て

低
侵
襲
か
つ
肺
機
能
を
温
存
で
き
る
有

用
な
術
式
で
す
。
今
後
の
研
究
や
技
術

革
新
に
よ
り
、
よ
り
適
切
な
患
者
選
択

が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
な
る
治
療
成
績

の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

区域切除一例
※岡山大学第二外科より抜粋

右肺上葉
切除

上葉

中葉

下葉

S8S9

S6

S1

S3腫瘍

S5

右肺上葉
S1区域切除

S8
S9

S6

S5

S1
腫瘍

S3S2

左肺上葉
上区切除 S8

S9

S6

S5

S4

S1+2

S3
腫瘍
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　「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
く
の
が

か
か
り
つ
け
医
の
役
目
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
心
身
の
健
康
、

安
心
の
輪（
和
）を
共
に
作
る
お
手

伝
い
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
尚
、
発
熱
お
よ
び
風
邪
症
状
の

患
者
様
は
事
前
に
診
察
の
予
約
を

取
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。
門
司
区
は
御
高
齢
の
患
者
さ

ん
が
多
く
、
周
囲
へ
の
感
染
予
防

に
も
お
努
め
く
だ
さ
い
。

小森医院

住 所

※木・土曜AMのみ 臨時休診あり ※受付時間は診察終了の15分前までとなります。

　
平
成
15
年
1
月
14
日
、
門
司
区

長
谷
に
内
科
・
外
科
・
胃
腸
科
を
標

榜
し
開
業
。病
院
外
観
は
喫
茶
店
？

と
間
違
え
る
よ
う
な
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
風
。オ
シ
ャ
レ
で
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
開
業
後
か
ら
地
道
な
地
域
医
療

活
動
を
目
指
し
22
年
が
経
過
。『
何

事
に
も
当
た
り
前
の
事
を
当
た
り

前
に
、
手
を
抜
か
ず
に
す
る
』を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
産
業
医
時
代
に

予
防
医
学（
健
診
業
務
な
ど
）の
大

切
さ
を
実
感
、
視
診
・
聴
診
・
触
診

と
い
っ
た
診
察
を
大
切
に
し
、
超

音
波
検
査
、
上
部
内
視
鏡
検
査
も

行
い
ま
す
。

　
新
小
文
字
病
院
に
は
、
主
に
救
急

患
者
さ
ん
を
紹
介
さ
せ
て
貰
っ
て

い
ま
す
。
時
間
外
の
発
熱
患
者
さ

ん
、
骨
折
、
け
が
な
ど
の
外
傷
、
肺

炎
や
気
胸
と
い
っ
た
呼
吸
器
疾
患
、

最
近
で
は
下
肢
静
脈
瘤
の
治
療
も

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
2
0
2
2

年
末
に
は
、
私
自
身
、
30
年
前
に
手

術
し
た
頸
椎
症
の
悪
化
の
た
め
、

2
度
目
の
頸
椎
手
術
を
現
院
長
の

髙
橋
雄
一
先
生
に
執
刀
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
無
事
完

全
復
帰（
感
謝
で
す
！
）。

　
地
域
医
療
の
一
端
を
担
う
べ
く
、

今
後
も
愚
直
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
院
の

開
業
以
来
掲
げ
て
い
る
信
念
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

月診療時間 火 水 木 金 土

9：00～12：30午前

午後 14：00～18：30 － －

診療科 内科、外科、胃腸科、リハビリテーション科

● 日曜・祝日・年末年始／休診

〒801-0861 福岡県北九州市門司区長谷1丁目10-23

小
森
医
院

医
療
法
人

皆
様
の
心
身
の
健
康

安
心
の
輪
（
和
）
を

共
に
作
る
お
手
伝
い
を

かかりつけ
医紹介43

院 長 小森 弘隆
こもり　  ひろたか

1962年生まれ。地元門司区出身。出身大学は産業医科大学。大学時代
はラグビー部に所属（高校までは柔道部）。消化器外科を研修後、産業医
として活動。その後現在の小森医院を開業。主な資格は、労働衛生コン
サルタント、日本外科学会外科認定医、講道館柔道2段。趣味はゴルフ。

TEL 093-331-1114

新
小
文
字
病
院
と
の

連
携
に
つ
い
て

仕
事
を
す
る
上
で
、

心
が
け
て
い
る
事

地
域
の
皆
様
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ

ク
リ
ニッ
ク
の
特
徴
・
概
要

自
分
の
家
族
、
大
切
な
人
だ
っ
た
ら

ど
う
し
て
あ
げ
た
い
か
、
い
つ
も
考
え

診
療
に
あ
た
り
ま
し
ょ
う
！

迷
っ
た
と
き
は
考
え
よ
う
！

❶
大
切
な
人
に
、
ど
ん
な
笑
顔
で

　

接
し
ま
す
か
？

❷
大
切
な
人
に
、
ど
ん
な
声
掛
け
を

　

し
て
あ
げ
ま
す
か
？

❸
大
切
な
人
に
、
ど
ん
な
風
に

　

耳
を
傾
け
ま
す
か
？

　（
完
璧
で
な
く
て
も
良
い
、

　 

そ
う
あ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
！
）

小
森
医
院
診
療
方
針

JR 門司港駅

3

199

至田ノ浦

至小倉

門司典礼会館

桟橋通り

老松公園

至関門トンネル

至和布刈

老松公園前

3港町 鎮西橋

25

門司港レトロ

九州鉄道記念館 出光美術館

223長谷口

医療法人
小森クリニック

サンキュー薬局
長谷店

丸山二丁目

長谷バス停

薬剤科

1 マイナ保険証を持参する。
2 マイナ保険証を資格確認システムに入れて受付をする。
3 『電子処方せんを発行』のボタンを押す。
4 マイナ保険証を使って電子処方せん対応薬局で受付。
5 薬を受け取る。

電子処方せんを利用するためには？Q

電子処方せんとは何ですか？Q

複数の医療機関・薬局にまたがるお薬の情報を医師・歯
科医師・薬剤師が共有することができるようになります。
結果として、患者さんは今まで以上に安心して薬を受け
取ることが可能となります。

電子処方せんとは、これまで紙で発行していた
処方せんを電子化したものです。

電子処方せんにするとどうなるの？Q

01メリット
複数の医療機関・薬局にまたがる過去のお薬情報を医師・薬剤師と共有するこ
とができます。
同じ成分のお薬をもらうこと（重複投薬）や良くないお薬の飲み合わせを防ぐこ
とができ、安心安全な医療に繋がります。

複数の医療機関・薬局間での情報共有が可能に！

02メリット
マイナポータルでご自身の直近のお薬情報を確認することができます。飲み合
わせの確認等が可能になり、日常生活におけるお薬関連のリスクを抑えること
ができます。

自分のお薬情報が確認できる！

03メリット
処方せんが紙で発行されないため、処方せんの紙そのものを薬局に持っていく
ことがなくなります。そのため、患者さんが処方せんを紛失してしまい、再発行し
てもらう心配もなくなります。
また、薬局に電子処方せんが発行されたマイナンバーカードを持って行けばいい
ので、患者さんの都合のよいときに調剤を受けやすくなります。

診療やお薬の受け取りが便利になる！

処方せんの発行について電 子
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